
○統合校　１校

○中期計画（平成２８年度まで） ・小学校２７校　→　１９校
・中学校１５校　→　１３校
・幼稚園　４園　→　　３園

○長期計画（平成３３年度まで） ・小学校１９校　→　１１校
・中学校１３校　→　　６校

全体 №６１
個別 13-01

組織目標［ ］教育委員会事務局平成２８年度

課　名 総 務 課

11月 ２月

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦

最優先課題

12月

　平成２３年２月４日に示された対馬市立学校適正規模、適正配置
等検討委員会の答申を受け、対馬市の未来を託す子どもたちが豊か
な人間関係を築き、社会性の醸成を図っていけるような教育環境を
整えるため、対馬市立学校及び幼稚園統合推進計画に基づき、保護
者説明会及び地区説明会を実施し、学校及び地域住民の理解のもと
学校統廃合を進めます。

【 今 年 度 】

保護者説明会

達 成 時 期

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

№

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

地区説明会

平成３４年３月

１月取り組み

【達成年度】

ひとづくり

子どもを大切に育てる

項 目 教育施設の充実・整備、有効活用を推進します。

内 容

指 標
（数値目標）



【対馬の未来を担う人材育成のための教育の推進】　

１．郷土を知り、愛し，未来につなぐ学びの充実

２．指導力向上及び生徒指導の充実

３．特別支援教育の充実

４．学校不適応児童生徒を減らすための対策の充実・推進

◎ＥＳＤ教育を通したふるさと学習と学力向上対策のための研修と実践奨励

◎中高が連携した教育実践数を増やす

２．指導力向上及び生徒指導の充実

３．特別支援教育の充実

◎県立虹の原特別支援学校高等部対馬分教室との連携を探る。

①各種研修会や連絡協議会等による連携　

◎スクールソーシャルワーカー他関連機関との共通理解・共通実践に取り組む

◎研修の充実と介助員の有効活用を図る

４．学校不適応児童生徒を減らすための対策の充実・推進

　談員の効果的な活用

②学校不適応及びその傾向にある児童生徒数の縮減　

　

①②

①②③

全体 №６２
個別 13-02

平成２８年度［対馬市教育委員会］ 組織目標

課　名 学 校 教 育 課

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ひとづくり

最優先課題 若者が暮らせる環境づくり

項 目 確かな学力・豊かな心を育む教育活動の推進

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】
１．郷土を知り、愛し，未来につなぐ学びの充実

◎研究会などを通して、少人数指導の工夫改善を奨励する

◎アクティブ・ラーニングの周知と各校１回の授業実践を推奨する

◎子どもの人権保護を重視した生徒指導体制の改善（体罰の根絶）

①スクールソーシャルワーカー・スクールカウンセラー・教育相　　　　　

③各学校や関係機関及びフリースペース「みちしるべ」との連携

達 成 時 期 平成２９年３月

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

○ ○

各種研修会・研
究指定校関係

中高一貫教育

ＥＳＤ教育

特別支援教育関係

不登校対策関係

学校訪問 ○



平成２９年６月より施設利用開始予定
平成２９年度の目標利用者数：８，５００人

（平成２６年度実績：７，８４７人）

全体 №６３
個別 13-03

平成２８年度［教育委員会事務局］ 組織目標

【目標達成年度】

課　名 生 涯 学 習 課

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ひとづくり

最優先課題 若者が暮らせる環境づくり

９月

項 目 スポーツ施設の整備・魅力化

内 容

　対馬市中央部に位置する峰総合運動公園陸上競技場は、現在、ア
ンツーカー(土)のトラックで、雨天により使用が確実でなく、大会
運営上支障をきたしていること、また、選手が県大会等島外に出場
した際、全天候型トラックへの対応ができず力を発揮できないこと
があることから、全天候型ウレタントラックに改修を行います。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】
全天候型ウレタントラック　３００ｍ、８レーン、跳躍ピット
トラック内外（競技場敷地内）の芝生化

11月 12月 １月 ２月 ３月

達 成 時 期 平成３０年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月

施設整備実行委員
会の開催

整備工事の依頼・
準備

工事施工

10月５月 ６月 ７月 ８月



準備・展示・片付

全体 №６４
個別 13-04

平成２８年度［教育委員会事務局］ 組織目標

○作品出展数：100点ほど
○ワークショップ：油絵教室　小学校生5～6年生　20名程度

課　名 生 涯 学 習 課

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ふるさとづくり

最優先課題 歴史・文化を未来に残す

７月 ８月

項 目 芸術文化鑑賞の機会充実及び市民文化活動の支援

内 容

○美術鑑賞の機会の少ない対馬市において、県展入賞作品及び対馬
市在住者の入賞作品を移動展示するとともに、児童や学生を対象に
専門家によるワークショップ・実演などを行います。

○長崎県美術展覧会公募展移動展
部門：日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・デザインの７部門

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

１月 ２月

○来場者目標：1,000人

達 成 時 期 平成２９年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ３月

展示会場準備
（下見）

県展（移動展）
の開催

ワークショップ
の開催

９月 10月 11月 12月



①指定文化財の保存整備を継続して実施します。

②「赤米サミット」を開催します。

①国指定史跡４箇所、県指定史跡２箇所の整備事業に継続して取り組
みます。

②赤米伝統文化交流協定を締結している岡山県総社市、鹿児島県南種
子町の関係者を迎え、赤米サミットを開催し、日本遺産の構成文化
財である赤米について広くPRします。
◇赤米関連写真、風景画等募集　目標５０点

①史跡保存整備完了（第１期）　平成３０年度
②赤米サミット開催　今年度

全体 №６５
個別 13-05

３月

指定文化財の保
存整備事業

11月 12月 １月 ２月

赤米サミット

９月 10月取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

項 目 文化財の保存・活用を図ります。

内 容

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

【達成年度】

達 成 時 期 平成３１年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

課　名 文 化 財 課

№
総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ふるさとづくり

最優先課題 歴史・文化を未来に残す

平成２８年度［教育委員会事務局］ 組織目標


